



















権教育に関する基本方針」にのっとって (1) 人権教育に資する研究、(2) 大学における人権保障に資す
る研究、(3) 社会的に発信する必要のある新たな人権の課題についての研究に助成するものです。来年
度も積極的に応募いただけるよう希望しています。
本年度発行する『関西学院大学　人権研究』も、こうした考え方を反映したものとなっています。
公開研究会で進められた「セクシャル・マイノリティ」「難民・無国籍者」についての研究活動は、
学内の当事者との連携のもとに進められました。（以上、阿部「第二回関学レインボーウィーク『もっ
とカラフルな関学に！』を振り返って」および、舟木「難民問題への本学の取り組み」参照）。
第二の「人権を守りながら学ぶという大学の責務」については、上述の研究活動の中でも議論され
てきたことでありました。さらに今号の辻本論文「兵庫県における日本語支援が必要な子どもたちの
進路」からも、大学の役割について考えるヒントが得られます。
第三の「全学的な人権への取り組み」は、人権教育科目の場、そして多くの教員が参加する研究活
動に現れています。今号でも本学の教員や学生が関わる活動についての研究ノート「人権研究におけ
るボランティア行動の意義と評価」（岩坂）を掲載することができました。武田論文「人権研究のた
めの研究方法論―トランスフォーマティブな研究パラダイムに基づくCBPR」では、大学の持つ調査・
研究機能自体を人権の発展のために用いるための視座が示されています。また、加納論文「宗教的人
権の現在―その歴史的経緯と事例」では、本学ならではの人権についての考察が行われました。
まだまだ足りない部分もあるかと思います。今後も、『関西学院大学‥人権研究』を通じ、関西学院
大学の人権教育・研究の試みを共有していければと考えております。できるだけ多くの方に読んでい
ただくことで、人権教育研究室の活動へのご意見、ご批判、そしてご参加をいただくことができれば
と思います。
